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人体発生学の研究はヒトの胚で研究するのが最も直接データが得られるが、今日

では倫理的に許される状況にない。それ故、私たちはラットよりもヒトに近い実

験動物であるジャコウネズミに注目し、これの飼育繁殖を続けて10年を経過し、

その胚を充分に活用出来る研究環境にある。これまで、胚の中にラテックスを注

入することにより血管を標識すると同時に、全胚的免疫染色方法をニワトリ、ジ

ャコウネズミ、ラットとマウスの胚とジャコウネズミの成体の臓器に適用し、分

布する臓性神経の形態形成を血管発生と同時に追跡して来た。

ジャコウネズミにおいては、心臓と膵臓に分布する末梢神経と血管との関係を重視

して研究した。副交感神経に関しては、動脈に伴行して心臓の動脈門と静脈門の双方

に達する枝（心臓枝）の形態が比較的容易に解明された。本研究においては、これま

で形態の解明が困難とされて来た交感神経由来の心臓の動脈門と静脈門、とりわけ静

脈門に達する神経（心臓神経）の形態を成体と胚の双方において、明らかにすること

が出来た。更には、静脈に伴行し、心臓の静脈門に到達する神経（心臓神経）の形態

と形態形成をも明らかにした。膵臓に分布する神経に関しては、成体において形態の

詳細を明らかにすることが出来た。この動物はヒトの胚における背側と腹側の膵臓原

基の形態を成体においても維持しているという実験動物としての有用性があること

が判明した。又、Langerhansislet細胞の局所分布を調べ，ヒトの背側と腹側の膵

臓と同じ細胞分布様式を維持していることが判明した。以上の実験データに依拠し、

臨床医学における十二指腸･総胆管温存膵頭部切除術(DPPHR)の適応性について検

討した。

ヒトの成体の末梢神経、とりわけ交感神経に関しては、精密な解剖が困難とされて

来たが、0.001％アリザリンレッド含有95％アルコールで染色・脱脂肪を十分行

った後に細部に亘って剖出するという手技を考案した。この研究手技により、ヒト

の成体の心臓に分布する迷走神経と交感神経の形態の全体を明らかにすることが出

来た。とりわけ、交感神経の枝に関しては、心臓静脈門から心臓に到達する新たな

枝を見つけ、その形態を前例が無いほどに詳細に解明したところ、ジャコウネズミ

の成体と胚と同じ形態であることが判明した。これにより、ヒトと他の脊椎動物に

心臓神経の名称に混乱しているため、全ての脊椎動物に通用する表現が困難であっ

たが、これを解決することが出来た。現在はニワトリ胚とラット、マウスにおける

交感神経系と静脈との関係を再観察し、脊椎動物の末梢神経の形態と形態形成の一

貫性を考察している。
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(1） 学会誌等

易双勤、三輪晃一、太田哲生、萱原正都、北川裕久、田中重徳．

膵臓および大十二指腸乳頭の神経分布．臨床卿研究簔織2:34-35,2002(2)
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theE-cadherin/beta-catenmsystemmahmnanpancreaticcancercelllme,BxPC-3.
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O"coﾉRepMar-Apr;10(2):315-319.2003
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A"αr此c・JUl;273A(1):630-635.2003
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〃〃O"coﾉ.Sep;23(3):593-598.2003

YiSQ,MiwaK,OhtaT;KayaharaM,KitagawaH,TanakaA,Shmokawa工AkitaK,

TbnakaS.

InnervationofthehumanpancreasfiFomtheperspectivepermeuralinvasionofpancreatic

cancer･
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太田哲生、三輪晃一、北川裕久、萱原正都、高村博之、藤村隆、西村元一、清水

康一、能登正浩、易双勤、田中重徳。
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二指腸切除術。
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JAnat7Suppl.I:5-14,2003
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佐藤達夫、坂本裕和、下川隆

リンパ節解剖カラーフォトアトラス

手術57.13:1645-16542003
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YiSQ,'1hnakaS,TanakaA,ShimokawaTRuENakatamTAnextremelyrare
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YiSQ,AkitaK,OhtaTISlljmnokawaTITanakaA,NakatamTIIsomuraG,
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houSemuslKshrewiSuncusmurinus:acomparativeimmunohistochemicalstudyG

GenCompEndocrinol2004Apr;136(2):162-170.
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Cutaneousnervetothesubacromialreglonoriginatinghomthelateralpectoral

nerve.AnnAnatl84:15-19,2002

AhtaK,ShimokawaTI'IbunodaA,SatoTNervousbranchpaSsingtllroughan

accessorycanalinthesphenozygomaticsuture:thetemporalbranchofthe

zygomaticnerve.SurgRadiolAnat24:1,13-116,2002
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（2）口頭発表

ⅥShuangqm,SHmIOKAWATakashi,TANAKAShigenori,NAKAIANITbshio

PancreasofthehouseshreWS""c"s""〃""s,aresearchmodelfbrsmdymgthe

momhogenesisofthehumanpancreas

第107回日本解剖学会総会・全国学術集会

平成14年3月29-31日浜松（アクトシテイ浜松）

田中愛、中谷壽男、真田弘美、表志津子、越村洵子、下川隆、田中重徳
上肢への採血q静脈注射に起因する皮神経損傷の防止

日本解剖学会第62回中部支部平成14年10月12-13日 薑山

易双勤、下川隆、泉篤史、田中重徳、田中愛、中谷壽男

St"7c"s膵臓のinsulin細胞とPP細胞の分布

日本解剖学会第62回中部地方会・学術集会平成14年10月12-13日薑山

田中重徳

シンポジウム「医学教育における解剖学用語のあり方」

形態概念修得において解剖学用語の果たす重要な役割

第108回日本解剖学会総会･全国学術集会久留米大学医学部

平成15年4月3日（木)9:30-12:30於：福岡市

易双勤、田中重徳、泉篤史、田中愛、下川隆、中谷壽男

シンポジウム膵臓を中心とした上腹部臨床解剖

演題：ヒトの膵臓に分布する神経の形態。形成の解明と臨床医学への応用

第108回日本解剖学会総会・全国学術集会久留米大学医学部

平成15年4月3日（木)9:30-12:30アクロス福岡

田中重徳

心臓神経の形態と発生（’

第46回大韓体質人類学会

平成15年5月9日（金）

(Cardiacnerves---theirmorphologyanddevelopment)

誉江陵大韓民国

13:00-17:00

AiTanaka,ToshioNakatani,HiromiSanada,AtsukoKitagawa,JunkoSugama,

MasayoYamazaki,andShigenoriTanaka
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Histologicalexaminationofthedistributionchangeofmyofibroblastsinwound

contraction

13thConferenceEuropeanWoundManagementAssociation

22nd-24thMay,2003PisainItaly(Pisa'sCongressCenter)

田中 愛，田中重徳，下川隆，易双勤，泉篤史，中谷壽男，磯村源蔵

ジャコウネズミSuncusmurinus心臓神経の経路について

第63回日本解剖学会中部地方会松本歯科大学平成15年10月5日

田 中重徳、田中愛、泉篤史、易双勤、下川隆、中谷壽男

ヒト心臓神経の更なる所見

第63回日本解剖学会中部地方会（松本歯科大学）平成15年10月6日

易双勤、田中愛、下川隆、泉篤史、田中重徳、中谷壽男

十二指腸前門脈・総胆管を合併した全内臓逆位症のl例

日本解剖学会第63回中部地方会・学術集会

平成15年10月5日松本

易双勤、田中重徳、田中愛、下川隆、永川宅和

肝外胆管系リンパ節分布の再検討

第39回胆道学会総会平成15年9月18-19日金沢（金沢エクセルホテル東急）

（3）出版物

研究成果による工業所有権の出願・取得状況
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